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陰性元棄の被撲を擁したユツケル鰯媒民主る

〈本〉

アセチレンの部分還元について

L 絡

扱田敬八

陰性元索皮膜ニ yケル鏑謀によるアセヂレンの水素郡カ言及び整会反E撃に於て反態。一段構とし

司て主訟とる鑓綾表溜の吸着7K悲の安定紋態が H!議ひは H+!ならばアセチレンは整合及び完全7K

議添加をとうけ， H2+!ならば部分還元をうけてエチレンa=生やるけは鰭謀表面にみる ζとを求

す).水言語原子がお+1と会審篭子 sになる反膝 H==H+!十eIz:於て自治エネルギ{の誠少が/ふ

さい時は中間絞態はま11となj)，火きくなるにつれて HU!となり駕に:増加すれば日や!が安

定となる。自由エネJJ..-i千円の減少は主とし℃

1.鵠媒鰻の仕事語教

丸一鰭採表爾に露出してゐる原子の斡殴畏

8.鵠媒表商の原子と水素喜と挟んで向0.合ってゐる分二子の揚子親和力

が犬きい程大きくなb

4.鵠線表蕗に露出し℃ゐる原子の令怨

州、さい韓大きい ζとが摺内教授によ型推論された・}箪鰻るニ yケルに於で段中開鐙は HIなる

事が水素電器反感の過常藤と電流物度との臨係の貨基金結果の反療法捜論的解析から路約された機

作，或ひは7K言誌の吸着熱の実験等から推論され℃ゐる.此のニ yケlJ..-の表面を陰性元議Sで被践

すれば主主穫の主主 yケJJ..-よDも仕事函教が増大し，之a=鯖践としてアセチレンり芸還元r:仔べば水素

のや照鰻は Hz+!或ひは H+!とな]).xチレンの生成が玉泉期3れる.議鵠ニァケlv欝媒によるア

セチレンの還元はアセチレンの約6割の広タンと約4若手jの重合物を生じエチレンの生成はさ長掠認

められないがニァケルに数襲蒋i交のS抵簡を施せば反E震は暴義務に部分議元で11:])約6翻のエデレ

ン約4 割の重合物~生夕、る芸誌が管数授によ控鶴められた.

然、るに S被悪送の場合まだ4叡の重合を示ず事は日ト!~足る中間轄の宿主主も考へられる敢に S の

かはりに更に孫子学径が大きく陰性皮が小さい陰性元棄を以て加をこ被膜すれば中間模は殆んど

.Hピ!ならしめる喜容が111来.-5答である.此の珠:怒の下iて陰性皮及び原子学揮の兵る陰f栄元楽 Se，

い)鱗銀自干究所報告会名1容器量
(1) 君器内議事終S:r綴童書」童話一終67頁

(2) 塁審 理群発 rま築基符袋毒事J23 (1純益)337 
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鈎 業装

To， As ~用ひて被映したニ y ケノレを鏑媒としてア信号炉レンの還元â:行った給品 Se 被膜ヱエ-:;?r

JV濁媒は壬織の鱗媒に於て設もエチレン合成1'1:脊設なる給品を得た.以下変験後件及明結果につー

いて詳述する

2.賞験義援芝友び操作

司睦

7 

室察 1 題

l支嬢装置は終1闘に示す。強作は系路を 10-6cm1まg震の異援に引いた設，詫合比の7K言葉と

ア.zチレγの混合議躍を容積 100cむの反蟻及びプルドン藤カ計に導入し， コyク C1，(らを関
、、

ぢて反嬢をと始めるe 反膝rドの藍力畿北はブルドン計の指針をご悶議長入p暴露微鏡でよさん指針の童書

きが止んだと変トラツップTを液鰻~気冷却して反躍をふ札反感管Z外の jlス及び米双擦のま主宰

喜三ポンプにで引会去って後?に畿轄したものをと全部容量阪知り分析装器入に導入する。分椛はZた

の操作に礎ふ.

(1) …11000と武隈盆築で分t留しアセチレン アセチレン，エグる〆ドエ忠ヂレンの→

群に分離する a

〈会) アセチレン，エデレン，エグユノの議合物還とアセチレン吸i汝薦。HgG12， 1> k1， ，4 N aO主主

8f[ρ〉に導入し吸;J&された量設立て米反長撃のアセチレンを定量ずる.

(3) 跨ったエチレ片品グンの混合物設エチレYの吸i伏期く統酸水鎮の硫酸j若手液)f1:.導入し

エヂレンを定資し建!Hとコエタンどする.

〈長〉 主主合物は謀議麗!IU線さととって:2:金問 3電盟変決定しアゼデレンの拐詣主義からは上の分

折生成物に費された量の療を以:亡霊i線重合物とする.

3.鱗媒精製と賓験結果

トゼレシ麓鶴ニユツケル
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ヲケノじ鰯媒によるアセチレンの怒分滋主主tこづいて

タレシ被服:は犠韓セレンを期'l').t:蒸者:fる方法と1I2SeをJf.IU¥.;s方法をとった.

80をFおひる

ッケJlrより精製せる識化三ッケル lOOmga:.a似)00 電解精製ノ~(灘で数日鵠護党し得

たニァケ 71--給米と金槌粉末セレミ/50mgと向討して泊分間 300切に銭ち後民主芸11:30000 

tと保った除引き去る.設剰のセレンは反態管の常理部に凝縮し会b反E患の務長設殺しない.J霊

毒殺結築家第1表に示ゴ仁

反感滋際

1 3ω。。

2 150 

き 100 210 

4 50 18時間
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多彩

帯

1ゑ :-1

1 :. 1 

1 

、、
見

者交

主主合物 二伝ラトレン 品タン

容‘5ァ4 4;6% 78% 

9.1 70 lO.7 

4.6 15 66 14.4 

56 6.3 30.1 7.6 -

主義合i'1:護委されたアセチレンC三重がS被艇の場合に土とぺて箸じく減少し，芸誌t箆皮に於℃はヱタ

シの監が多いが UiO"Oではエチレンは 70%f之議ずる.議合物は大部分会堂盟で僅に3

畿をと含んでゐ払

や) セレン'化水紫を用(J..る方法

げ)と ニニッケル粉末 100mgにセレン化水棄をと通じて記000"....30000 にで被膜ξ作ふ

色識吸滑に設整 ニユ yケllr表溺i'1:単位面穫設歩 備の原子臨海さ':r:;.し一様に Ni-

Se)jぎが出来てゐるものとして「々レン化j ら ~i-So を算出し，悶

一鶴援に於て段々淳さをとi長脅したu寺の賃験結果きと第会議に示す.
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綴 実業マ

一
10 6.8 16: 1 8 52 s 
11 6.1 14: l' 4 60 O 

企/

10 6.4 15 : 1 16 48 3o O 
11 6.1 14 : 1 12 56 32 。

163 22 16.4 10: 1 品 S号 55 1 
152 21 17.1 11 : 1 1 40 57 3 

1: 1~~ 270 畠 15 15:Z  υ w 43 47 5 
125 15.6 5:1 6… 42 51 ま

175 23 15.6 き:1 7 38 52 3 
202 20 16 5: 1 5 35 57 3 

!十 250 15 16 5: 1 12 26 §。 2 
2~耳5 20 16 5: 1 5 24 70 1 
292 20 16 5: 1 6 23 70 1 

16 16 5: 1 7 23 70 O 
J骨 22 16十4 5: 1 6、 29 65寸 ι O 

Se 被膜が厚くなるに、つれてエグンは少くな担エチレンは多くなるが部分譲元議事の最も良い

反態温度は段々言議選部にす=れ℃くる. Ni-Se 273J替l交際謹度鈴Oocに℃エグン

は殆んど出来十広告件レンの牧蚤?な70%に達し霊合物も部%に減ゴド之5.1文癒管の deadII伊 00

の携に数%の未反臨ア-l:!'チレンを常にさたじた.霊験J*に方さで 4cmHgの窓気を議己て皮

E霊を試みたが詮j全度三〉欝化は僅かで，龍媒は2i'::気中によ巳し℃も安定である事が建葱される.

建合物は措んど忽蓑睦で僅かに念宮護を含み閲慨はない.此の繍銚り電子議趨祈による構造

は地金の翌日のょに 50-1船主の Ni-Se揮を干すし Niの露出は全く見られたい.Ni Se 

爆の結晶撰建は六万品系) (11e玄agonal器内総m) で SeJ驚で嬰持して畿聞には Seが出℃ゐ
。.， (3) 

るィ S合ω 伽閣の距離は吃33A'1主び 3.s6Aである.

立テJt，.JI..被膜ζユツケル

デルル被膜は箪鶴oテJレルを用ひて裁者す.

結よ込さと第8表に示す.

貨基 3淡 餓主菜室，酸化品ヅケノレと Lて O.lg

と宝三o:;".-tm;;:

ヰ君主 品チレン エタン

。予五 長0%

155 3 9 4: 1 12 52 2 24 

8 § 2: I '9 58 26 9 
3 § 2: 1 7 54 25 14 

明弘

3 6 2: 1 5 吾7 40 8 

T舎は SeよP被差葵t:行:;j)"難いけれどもれ震が場ずにつれてエチレンが冷却しエタンが減少

する.反踏速度i之島被膜よ担著しく王手l人窓会物は矢眠り 22;えび3塁鐙で関鰻はない.

(3) U/ r:t;成人1栄繁華受
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総f金元棄の設定筏を滋しまと=~ケノL鱗撲によるアセチレンの部分還元について

3.磁繁接競ニユツケル

枇議被践は滋化7)(燕 AsHg~~用 CA.:5.結」誌をと第4畿に主食す.

会科 4 表

15 38 4 44 

H
N
 。。"。

p
b
 

155 
語。。 18 

:::0 
12 
38 

B 
O 

38 
42 

枇素被践は地金のニッケ)vと諮ど警警イ七ゐいが給エチレンを:1:.やる議会もある.枇素披鱗は部分

的にさk長し大部分ニァグ)vが欝出し℃ゐると思はれる e

、長.結

陰性元素綾諜ユッケ)J..-簡絡に依るアセチレンの部分議元の活性は被膜元素の熱性度によ控強い

S， Se， Te，の4離の被膜鰐媒に於?と Se被鱗が最も良い手チレン合成鱗撲である

事を兇出した‘之は緒議tと述ペた議論的捻論をよく裏書5をするものであ之5二此の資輸に雷って鐸

懇鵠な瀞指導を戴いた議内数投並びに併設立a::.議えいた紙、山口部教長に浮く感議去と申し上げる.、 4

r訟

向車一


